スペインにおけるFutbol7に関する戦術的分析-オフサイドラインの突破に着目して- by 松本 直也 et al.
１. は じ め に
公益財団法人日本サッカー協会 (以下 JFA) は, 2011年より12歳以下の全国大会である全
日本少年サッカー大会を11人制から８人制に移行した｡ また, 同時にこの年代のリーグ戦の
導入に伴う年間カレンダーの見直しも行っている｡ このように, 日本では12歳以下の子ども
たちの試合環境について, 大きな変化が認められるようになってきた｡ このような少人数制
サッカーへの移行やリーグ戦導入について, その移行の理由としてまず, 11人制と比較して
少人数制による一人当たりのボールタッチ数の増加による技術力の向上が挙げられ (掛水,
1996) ( JFA, 2009, 2011), ４対４等のゲーム形式のトレーニングにおいても技術的要素の獲
得に有効であると報告されている (松本, 1997)｡ また, 限られたスペースでのゴール前の
攻防やシュート数, GKおよび DFの攻撃参加の増加 ( JFA, 2009, 2012a), リーグ戦の導入
による試合環境の充実などが挙げられており ( JFA, 2010a, 2010b), 12歳以下の子どもたち
が少人数制サッカーを行うことの重要性が述べられている｡
このような少人数制サッカーによるリーグ戦の実施については, FIFAワールドカップや
UEFAヨーロッパ選手権での優勝および UEFAチャンピオンズリーグでの優勝など代表チー
ムレベルにおいてもクラブチームレベルにおいても活躍が目覚ましいスペインでは, 12歳以
下のリーグ戦では, ほとんどが７人制の(以下フットボール７) が行われている｡
(バレンシア州では８人制が行われており, 全国的に統一されてはいない) この７人制を採
用する理由としては, 日本の８人制と同じように11人制に比べて人数が少なくスペースも狭
いのでプレーに関わる回数が多いことがあげられており (Lander, 2010), パス, ドリブル,
フェイント, シュートなどそれぞれの技術的要素についても, 11人制と比較して増加の傾向
があることが報告されている (Rui, 2012)｡ また, 戦術的な要素についても, 全ての選手が
攻撃と守備の両局面に参加でき, 様々な試合状況により戦術的知識を得ることができるとし,
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12歳以下の子どもたちにとって７人制の試合は適していると述べられており (Rui, 2012),
技術的要素と同様に戦術的要素が整理され, 段階的にこの年代で習得すべき内容についてま
とめられている (Mariano, 2011)｡ 日本でも戦術的要素について12歳以下の子どもたちの指
導に焦点を当てた公認Ｃ級コーチ養成のための指導教本 ( JFA, 2012b) において, サッカー
の基本構造の理解, プレーの原則, 個人戦術等について整理されている｡ しかしながら,
2011年, 2012年に行われた全日本少年サッカー大会において, パス成功率, シュートに至っ
たコンビネーションプレーの分類, GKの攻撃参加等の分析から, 意図的に攻撃を組み立て
るチームが主流になり, 攻撃と守備の両面に関わり続けることが必要であると, 11人制と比
較してその戦術行動について述べられているが ( JFA, 2011, 2012a), 運動観察という視点で
の守備戦術に関する研究 (瀧井, 1989), 攻撃におけるグループ戦術に関する研究 (吉村,
2002), トレーニング方法と戦術行動に関する研究 (松本, 2011) などトップレベルの試合
を対象とした戦術に関する研究報告と比較した場合, 12歳以下の試合を対象にした戦術的要
素についての観察データは十分に示されているとは言えず, ８人制の試合での選手の戦術行
動の分析は今後の課題としてあげられ, 様々な戦術行動の分析によりこの年代で必要とされ
指導されるべき戦術的要因を抽出することが可能となると考えられる｡
そこで, 本研究ではフットボール７における基本戦術を整理し, どのような戦術的要素が
指導され選手が習得しているか検証を行うために, フットボール７の特徴的なルールである
オフサイドラインの突破方法について, マークを外す動きとパスの種類に着目しカタルーニャ
地方の最上位リーグに所属するチームの比較分析を行い, 12歳以下の年齢で習得すべき攻撃
の戦術的要素について基礎資料を得ることを目的とした｡
２. フットボール７における基本戦術について
2.1. 侵入型ボールゲームの一般戦術
カタルーニャ地方でフットボール７が行われているのは12歳以下の年代で, 日本では８人
制の試合が行われている年代である｡ この時期に習得されるべき内容としては, まず基本的
な技術的要素が挙げられる｡ 特に日本では子ども達の身体的な発育発達段階を考慮し, その
発達過程において９歳から12, 13歳頃をゴールデンエイジ, つまりあらゆるスキルの獲得に
最適な ｢即座の習得｣ の時期として, サッカーにおける技術的要素の獲得を重要視している
( JFA, 2012c)｡ この技術的要素の獲得についてはスペインでも重要視しているが, 技術と戦
術の関係について Lander, H. S. (2012) は ｢技術と戦術｡ この二つのプレー要素を切り離し
て考えることは不可能です｡｣ と述べており, 習得されるべき技術的要素とは試合状況に応
じた技術の発揮, つまり相手がいる中での ｢判断｣ を伴ったコントロールやパス, シュート
といった技術の発揮に重点を置いている (Alex, 2009)｡ スペインでは, サッカーにおける
技術的要素は, 戦術的要素と結びついて獲得されるべきものだと考えられており, この年代
の指導においても, 戦術的要素と切り離して技術を捉えることはない (Mariano, 2011)｡ こ
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の点については日本でも ｢テクニックとは状況に応じた発揮までを含めたものです｡｣ と述
べ ( JFA, 2012b), 試合状況に応じた ｢判断｣ を伴った技術をどう発揮するかに重点を置い
ている｡ また, 適切な ｢判断｣ を下すためには, ゲームの理解と情報収集が必要であると述
べており, サッカーの目的やサッカーのゲームの基本的な構造の理解の重要性を掲げ, 技術
的要素と戦術的要素の両面の習得の必要性を説明している｡ JFAでは, ゲームの基本的な構
造の理解としてサッカーの目的はゴールを奪うこととゴールを守ることを挙げ, ｢良いチー
ムはポゼッション (ボール保持) を失わずに前に向かってプレーする｣ と述べている ( JFA,
2012b)｡ この点について, スペインではサッカー, バスケットボール, ハンドボール等の
侵入型ボールゲームに共通する一般戦術の理解として同様の見解を示しており, 侵入型ボー
ルゲームの目的となる一般戦術については表１のようにまとめられている ( Josep, 2010)｡
つまり, 侵入型ボールゲームに共通する攻撃の目的として ｢ボールの保持｣, ｢前進｣, ｢ゴー
ルを奪う｣ が挙げられている｡ また共通する守備の目的として ｢ボールを奪う｣, ｢前進を防
ぐ｣, ｢ゴールを守る｣ が挙げられている｡ 侵入型ボールゲームにおける攻撃の目的はゴール
を奪うことである｡ ゴールを奪うためには, ボールを保持しながら前方方向に進む必要があ
る｡ シュートを打てる前方のスペースに侵入しゴールを奪うためにシュートを打つ｡ これが,
侵入型ボールゲームの攻撃の目的となる｡ また, これとは反対の目的が守備の目的となる｡
すなわち, ゴールを守り, 相手の前進を防ぐことが重要であり, 何よりもまず相手のボール
を奪う事が必要となってくる｡ このような一般戦術については, Linda, L. G. (1999, 2005)
らも戦術構造の理解としてほぼ同様の見解を示しており, 侵入型ボールゲームの一般戦術に
関して理解を深めることは重要であると考えられる｡
2.2. 攻撃戦術における ｢深さ｣ と ｢広がり｣ について
スペインの育成年代では, 全体の目標としての一般戦術の理解と習得をベースとして, 指
導されるべき技術的要素, 戦術的要素について細かく分類されている｡ 一般的に11歳までの
段階を ｢普及｣, 12～14歳までを ｢入門｣ と表現されており (Alex, 2009), この ｢普及｣ 段
階においてもボールの保持, 前進, ゴールを奪うといった一般戦術に加え, 攻撃時にボール
を前進させるためには, スペースの深さと広がりについて理解することが必要であり, 習得
すべき攻撃戦術を段階的に捉えており, 全体的な目標としての一般戦術の習得とそれに関連
した習得すべき技術的目標と戦術的目標が明記されている｡ (表２参照)
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攻撃 守備
ボールを保持する ボールを奪う
ゴールに向かってボールと人が前進する 相手のボールと人の前進を防ぐ
ゴールを奪う ゴールを守り相手の得点を防ぐ
表１ 侵入型ボールゲームにおける一般原則 ( Josep (2010) の資料を松本監訳)
全体的な習得目標の一つである攻撃の深さや広がりについて瀧井 (1995) は ｢サッカーの
フィールドは 105mの深さと 68mの幅を持ち, フィールドの深さと幅をチーム戦術のベー
スとする｣ とし, Eric, W. (1980) のプレーの原則の発展的解釈として攻撃の厚みとの違い
から攻撃の深さや広がりといったスペースの概念についてまとめ, トップレベルの試合での
戦略的計画における攻撃のスペースについて説明している｡ (図１, ２参照) また, Charles,
H. (1990) は ｢サッカーは前方に動くゲームであることを理解する｣ とし, ドリブルを除く
パスによる ｢前進｣ について, 攻撃時のパスの優先権の高い順に①守備陣背後のスペースへ
のパス②最前線の攻撃者の足もとへのパス③他の前方の選手へのパス④攻撃の方向を変える
パス⑤後方へのパスを挙げている｡ 優先順位の高い前方へのパスを可能にするにはフィール
ドの深さの理解と攻撃の深さを保つ選手が必要となる｡ ボール保持者の前方に位置し ｢攻撃
の深さ｣ を保つことによって, ボール保持者の前方方向への縦パスや斜めのパスを引き出す
ことが可能となりプレーは ｢前進｣ していく｡ また, 攻撃時のボールの ｢保持｣ を可能にす
るためにも, ボールを持たない選手のポジションが重要となり ｢前進｣ のために攻撃の ｢深
さ｣ を保つ選手とともに, ボール保持者の後方に位置し ｢攻撃の厚み｣ と ｢攻撃の幅｣ につ
いて適切な距離と角度を保ったポジションを取ることでプレーに ｢広がり｣ が生まれボール
の ｢保持｣ が可能となるのである｡
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全体的な目標 時期 年齢 技術的目的 戦術的目的
－ボールの保持
－シュートを打つ
－ボールを奪う
普及 ７歳まで －技術的行動能力の発達
－GK
静止した味方へボールを投げ
る能力
－サポート
－マークを外す
－シュートを打つ
－タックル
－素早い前進
－攻撃の深さ
－前段階での目的
89 歳 －応用能力の発達 (類似した様々
な動き. 相手のいない状況)
－前方向への動き
－前段階での目的
－GKも同様
－マーク
－パスコースを作る
－スペースを作る
－攻撃の戦術コンセプト
(パスか前進か)
－前段階での目的
－GK
試合の中での１対１
－方向の変化
－攻撃の広さ
－前段階での目的
1011歳 －技術的能力の発達
－方向を変える行動
－前段階での目的
－GK
１対１＋GK
－前段階での目的
－方向を変える
－ライン間でのプレー
－個々のプレッシャー
－カバー
－前段階での目的
－GK
１対１＋GK
－レベルアップ
全ての技術的,
戦術的行動につ
いて
入門 12歳 －技術的能力の発達
－GK
実際の試合の中での状況,
２対１＋GKと３対１＋GK
－前段階での目的
－戦術的能力の発達
－GK
実際の試合の中での状況,
２対１＋GKと３対１＋GK
－前段階での目的
表２ 12歳以下で習得すべき課題と目的 (Alex (2009) の資料を一部抜粋し松本監訳)
2.3. 攻撃戦術におけるマークを外す動きの分類
｢ボールを保持する｣, ｢ゴールへ向かって前進する｣, ｢ゴールを奪う｣ といった戦術的目
的を解決する方法として, ｢ボールを持たない動き｣ と ｢ボール操作の技術｣ の２つの側面
が含まれている (Linda et al, 1999)｡ この ｢ボールを持たない動き｣ については, ボール保
持者に対してパスコースを提供するサポートの動き, 相手のマークを外してボールを受ける
動き, スペースを作る動きなどが必要となる｡ これらもまた, サッカーのみならず他の侵入
型のボールゲームにおいても共通する個人戦術として位置づけられている (Maor, 2008)
( Josep, 2010)｡
表３は, ｢前進｣ を目的としたマークを外す動きについて分類したものである｡ ゴールに
向う ｢前進｣ を目的とした場合, 攻撃の深さを保つためボール保持者の前方に位置しサポー
トに入る動きが重要となる｡ 特に相手の DFラインの手前のスペースでボールを受ける動き
は相手のマークを受けている場合が多く, マークを外す動きからサポートに入る必要がある｡
このようなプレーはポストプレーとも呼ばれ, トップレベルの試合においても重要な攻撃戦
術の一つである ( JFA, 2012b)｡ また, 相手の最終ラインに位置し攻撃の深さを保つ選手の
マークを外す動きによって相手守備陣の背後を狙う動きは, 攻撃時における最も重要な動き
の一つである｡ 相手の最終ラインに位置するプレーヤーは, DFラインを突破する状況で相
手 DFから離れ相手守備陣の背後のオープンスペースに動き出すことが動きの優先順位の１
番目となる｡ この場合, 常に攻撃の深さを意識し前進する事を目的とし (Rui, 2012), フッ
トボール７では, FWに要求される個人戦術となる｡ また, 相手守備陣の背後を狙う動きに
はMFや DFなど後方のプレーヤーがマークを外しオープンスペースに対して走り込み, 突
破を図るプレーも頻繁に行われる｡ これらは, 日本では第３の動きと呼ばれ ( JFA, 2012b),
中盤など後方に位置する全てのプレーヤーが行うマークを外して守備陣の背後を取る動きで
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図１ フィールドの深さと幅 (football 7)
(瀧井 (1995) の図を基に松本改編)
図２ 攻撃の深さと幅
(瀧井 (1995) の図を基に松本改編)
攻撃の深さ
攻撃の幅 攻撃の幅
攻撃の厚み
ある｡ よって, ピッチ上どの位置でもボールを持たない選手によるマークを外す動きは行わ
れる可能性があるが, 攻撃時における ｢保持｣, ｢前進｣, ｢シュート｣ の三つの局面について
の戦術的目的を理解したうえで, 相手の状況を観察し, ゴールとの位置関係, ボール保持者
の状況とボール保持者との距離, スペースの有無といった外的ゲーム状況について, 選択的
に情報を収集し (中川, 1986), 相手の注意を引きつけて速さと方向の変化に注意して動き
出すことが重要となるのである ( Josep, 2010) (Mariano, 2011)｡ このような, ボールを持た
ない選手の戦術行動である ｢マークを外す動き｣ は, 上位概念である戦術的目標に対して意
識的に, 合目的的に遂行されることによって戦術的行動とみなすことができ (谷釜, 1980),
サッカーの基本構造の理解という点からも12歳以下の年代でも指導されるべき戦術的要素の
一つであると考えられる｡
2.4. カタルーニャ地方のリーグ戦形式と主なフットボール７のルール
バルセロナを中心とするカタルーニャ地方の育成年代のリーグ戦は, プレベンハミン
(78 歳), ベンハミン (910歳), アレビン (1112歳) の３カテゴリーでフットボール７が
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守備陣の背後を狙う動き サポート 後方からの飛出し
特徴 ・マークから離れてオープンス
ペースでボールを受ける動き
・DFの背後を狙う動き
・速さと方向の変化を考える
・マークから離れて DF と
MFの間のスペースでボー
ルを受ける動き
・ボールの保持と前進を保つ
・DFにパスをインターセプ
トされないポジションを取
る
・後方からフリーランニング
しオープンスペースでボー
ルを受ける動き
・前線の選手のスペースを作
る動きによって生じたスペー
スを使う動き
留意点 ・攻撃の深さを保つこと
・ ｢前進｣ することを意識する
・ダイアゴナルランやプルアウェ
イの動き等
・フィールド上で最も前方に位
置する選手を対象とした
・攻撃の深さを保つこと
・フィールド上で最も前方に
位置する選手を対象とした
・３人目の選手の関わりで突
破を図る
・後方に位置する選手を対象
とした
動きの例
表３ ｢前進｣ を目的としたマークを外す動きの分類
①背後・足もと
②背後・スペース
DFの背後のスペース
後方からの飛び出し・
スペース
サポート・足もと
①
②
行われている｡ 20122013シーズンのアレビンのリーグ戦は, １部リーグが16チームずつ６
グループ (合計96チーム), ２部リーグが16チームずつ15グループ (合計240チーム), ３部
リーグが14から16チームずつ40グループ (最大640チーム) 参加して行われた｡ リーグ戦は
毎年９月下旬頃から翌年５月下旬頃まで, 年間30試合前後のリーグ戦がホーム＆アウェイ方
式で行われている｡ その他にもトーナメント方式の大会も行われており, 平均して年間40試
合前後各チームが公式戦を行っている｡ コートの形状や主なルールは表４に示した｡ 特徴的
なルールがオフサイドラインの設定であろう｡
３. 分 析 方 法
3.1. 分析対象
201213シーズンのフットボール７アレビン (1112歳) のカタルーニャ地方プレミアディ
ビジョン グループ１の試合を無作為に撮影した｡ なお, コート全体と選手のプレー行動が
捉えられるように VTRカメラの位置とカメラアングルを設定し撮影を行い分析資料とした｡
3.2. 分析項目
セットプレーを除いたオフサイドラインの突破方法についての分析を行った｡ なお, オフ
サイドライン手前からのシュートも分析項目から除外した｡ ボール保持者のプレー行動につ
いて味方の足もとに対するパスを ｢パス (足もと)｣, スルーパスなどオープンスペースに対
するパスを ｢パス (スペース)｣, ハーフウェイラインより後方のパスを ｢ロングボール｣,
そして ｢ドリブル｣ の４種類に分類を行った｡ また, 表３に基づいてボールの受け手のプレー
行動について ｢守備陣の背後を狙うマークを外す動き (背後)｣, ｢サポート｣, ｢後方からの
飛び出し｣ の３種類に分類を行い, オフサイドラインの突破時のボール保持者のプレー行動
とボールの受け手のプレー行動について事例を抽出し単純集計した｡ また, リーグ戦上位群
(全16チーム中上位６チーム) と下位群 (全16チーム中下位10チーム) の比較を行うため統
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時間 15分×4 (２本目終了時にハーフタイム有り)
競技のフィールド 長さ 50～70m幅 40～55m
ペナルティエリア縦 12mペナルティマーク 9mセンターサークル 7.5m
ボールゴールの大きさ ４号級縦 2m, 横 6m (日本の小学生用ゴール)
審判 主審１名 (線審無し)
選手交代 試合登録人数は14人｡ ３本目までに全員出場しなければならない｡ それまでの
試合中の交代は, 怪我の場合のみ認められる｡ ４本目は３人まで試合中に交代
してもよい｡
オフサイドルール ゴールラインより 13.5mにオフサイドラインがある｡ オフサイドラインより
前方のスペースでは, 通常のオフサイドルールと同様のルールが適用されるが,
攻撃側がオフサイドラインを越えなければ, 最後方に位置する相手フィールド
選手より前方でパスを受けてもよい｡
表４ フットボール７のコートの形状と主なルール
計処理を行った｡ なお, 分析データの信頼性を確保するために, 日本サッカー協会公認指導
者１名 (Ｓ級) とサッカー経験者 (10年以上) ３名によってそれぞれ個別に VTR映像を分
析し, 事例の抽出を行った｡
3.3. 統計処理
リーグ戦上位群全10試合と下位群全10試合について, オフサイドラインの突破時のボール
保持者のプレー行動とボールの受け手のプレー行動の観点からの分類に従い, 三元分割表と
して度数を集計した｡ 分割表の分析にあたっては, 対数線形モデルを用い, 尤度比統計量に
より交互作用の有無等を判定することで, 最も当てはまりの良いモデルを求めた｡ 最も当て
はまりの良いモデルから予測される期待度数と観測値の乖離については, 標準化残差により
有意性を検討した｡ 統計処理は SPSS 14.0 Jを用いて行った｡
４. 結 果
表５は, オフサイドラインの突破方法に関するデータを分割表にて示したものである｡ ボー
ル保持者のパスなどプレーは４つに分類し, ボールの受け手のマークを外す動きなどについ
ては３つに分類した際の頻度を, 上位群と下位群で分けて集計した結果となっている｡
表５より, ボールの受け手のプレー行動の合計に着目すると, 上位群では, 相手守備陣の
背後を狙う動きが38.9％でやや多く観察され, 足もとへのパスとの関係がやや強かった｡ 下
位群では, サポートプレーが42.0％で最も多く観察され, 足もとへのパスの関係が強かった｡
後方からの飛び出しは, 上位群が24.2％, 下位群が25.9％で最も少なく, スペースへのパス
との関係が強かった｡
ボール保持者のプレー行動の合計に着目すると, 上位群では, 足もとへのパスが45.4％で
最も多く観察された｡ 下位群においても, 足もとへのパスが36.4％でやや多く観察された｡
スペースへのパスは, 上位群が28.3％,下位群が31.5％であった｡ 上位群, 下位群ともにロン
グボールがそれぞれ4.1％と4.2％で最も少なかった｡ また, ドリブルによる突破は上位群で
は22.2％, 下位群では28.0％観察され, サポートプレーとドリブル突破の関係が強かった｡
表５に示された度数に対して, 対数線形モデルを当てはめた結果を表６に示している｡ た
だし, 因子としては P (パスなどプレーで４水準), M (マークを外す動きなどで３水準) L
(上位と下位の２水準) という記号で表している｡
表６より, ３因子交互作用 (P×M×L), ならびに上位群と下位群に関わる２因子交互作
用 (P×L, M×L) はないと判断でき, パスとマークを外す動きとの交互作用は認められる｡
対数線形モデルとしては“P＋M＋L＋P×M”が最も当てはまりが良いといえる｡
すなわち, パスの種類とマークを外す動きとの選択の関連の強さは, 上位群と下位群とで
異なるとは言えない｡ 上位群・下位群ともに, パスの種類とマークを外す動きの選択には関
連がある｡
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最も当てはまりの良いモデルの下での期待度数を表５に括弧付で示している｡ このモデル
について各セルの標準化残差を見てみると, 5 ％水準の両側の限界値1.96を超えている箇所
は, 下位群の“足もとへのパス”で“守備陣の背後を狙うマークを外す動き (背後)”に該
当するセルである｡ この箇所では観測度数10と期待度数19.4とで有意な違い (標準化残差
2.13) が見られ, このプレー行動の組み合わせについては下位群は上位群に比べて少ないと
いえる｡
５. 考 察
本研究ではフットボール７における基本戦術を整理し, オフサイドラインの突破方法につ
いて, マークを外す動きとパスの種類に着目し, リーグ戦上位群と下位群との比較から, 12
歳以下の年齢で習得すべき攻撃時の戦術的要素について基礎資料を得ることを目的としたが,
全体的な傾向として, まず, 後方からの飛び出しによるオフサイドラインの突破に関しては
上位群, 下位群について大きな差は認められなかった｡ 特に前線の選手のスペースを作る動
きによって生じたスペースを使う後方からの飛び出しはほとんど観察されず, サイドのオー
プンスペースに対する後方からの飛び出しからドリブルによる突破が多く観察された｡ 試合
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上位群 全10試合 下位群 全10試合
背後 サポート
後方からの
飛び出し
合計 背後 サポート
後方からの
飛び出し
合計
足もとへの
パス
49(39.6) 66(67.9) 18(16.8) 133 10*(19.4) 35(33.1) 7(8.2) 52
16.7％ 22.5％ 6.1％ 45.4％ 7.0％ 24.5％ 4.9％ 36.4％
スペースへの
パス
43(43.7) 4(2.7) 36(39.6) 83 22(21.3) 0(1.3) 23(19.4) 45
14.7％ 1.4％ 12.3％ 28.3％ 15.4％ 0.0％ 16.1％ 31.5％
ロングボール
7(8.1) 2(0.5) 3(0.5) 12 5(3.9) 1(1.0) 0(1.0) 6
2.4％ 0.7％ 1.0％ 4.1％ 3.5％ 0.7％ 0.0％ 4.2％
ドリブル
15(16.1) 36(40.3) 14(14.1) 65 9(7.9) 24(19.7) 7(6.7) 40
5.1％ 12.3％ 4.8％ 22.2％ 6.3％ 16.8％ 4.9％ 28.0％
合計
114 108 71 293 46 60 37 143
38.9％ 36.9％ 24.2％ 100％ 32.2％ 42.0％ 25.9％ 100％
*５％水準で有意 (最も当てはまりの良いモデルの下での標準化残差について)
表５. オフサイドラインの突破方法に関するデータの分割表
モデル 尤度比統計量 自由度 P値
P＋M＋L 158.019 17 ＜0.001
P＋M＋L＋P×M 16.582 11 0.121
P＋M＋L＋P×M＋P×L 13.061 8 0.110
P＋M＋L＋P×M＋P×L＋M×L 10.164 6 0.118
P＋M＋L＋P×M＋P×L＋M×L＋P×M×L 0 0 ―
表６. 対数線形モデルを当てはめた結果
で採用されていたシステムは 1321 が多く, ピッチを縦方向に３分割した場合, 前線の選
手が中央にポジションを取り, サイドに流れてボールを受けることは数多く観察されたが,
前線の選手が意図的に作ったスペースを他の選手が有効に使う場面は上位群, 下位群ともに
ほとんど観察されなかった｡
前線の選手に対するロングボールは上位群, 下位群ともに最も低い傾向があった｡ これは,
オフサイドラインの設定がその要因となっていると推察できる｡ つまり, 最前線に位置する
ボールの受け手に対して通常のオフサイドルールが適用された試合であるならば, 守備側は
DFラインを高く設定し, 相手のパスを規制することができるが, フットボール７ではこの
ような守備戦術を採用することが困難となる｡ 守備側は背後のスペースを攻撃側に有利に使
われることを避けるため, 守備の厚みを優先する必要があり, 深さを保つ攻撃側の選手に対
してマークに付く状況が生まれやすい｡ よって, 守備側の背後のスペースをハーフウェイラ
イン後方からのロングボールによって狙う攻撃戦術は有効な攻撃につながらないケースが多
くなり, ロングボールの頻度は低くなると考えられる｡ また, 足もとへのパス頻度が上位群,
下位群ともに最も高い傾向があり, 深さを保つ攻撃側の選手のマークを外す動きと, その選
手への足もとへのパスから突破を計ろうとする場面が上位群, 下位群ともに多く観察された｡
特に下位群ではサポートプレーから突破を計る場面が多く観察された｡ このようなサポート
プレーによる突破を目的としたプレーの前進は, ボール保持者に近づくことでパスコースを
作り出し, 相手 DFの最終ラインと中盤の選手との間のスペースでボールを受け, 自らがター
ンし前を向きドリブル突破を図る場面と, パスを出した選手が再び前向きにボールを受けド
リブルから突破を計る場面が多く観察された｡ ロングボールのケースと同様に, オフサイド
ラインの設定により最前線に位置する攻撃側の選手が攻撃の深さを深く保てば, 守備側は厚
みを意識したポジションを取らなければならない｡ よって, 守備側は仮に攻撃側が自陣深い
位置でボールを保持している状況では, 守備側のポジションは縦方向に分散した状態となり,
各ライン間でのスペースが広がりやすくなる｡ 攻撃側は, このスペースを有効に使いサポー
トプレーと足もとへのパスから突破を図ると考えられる｡ このようなオフサイドラインの設
定というフットボール７特有のルールによる特徴的な攻撃戦術の傾向は, コートの形状を変
化させることで発揮される個人技術やグループ戦術に違いがみられた松本ら (1997) の報告
からも推察できるものであり, スペインでは, ①この年代で習得されるべき戦術的, 技術的
要素が明確であり, ②それらの要素の習得に効果的な場が設定されていると考えられる｡ ま
た, このようなルールが, カタルーニャ地方において年間30試合前後行われるリーグ戦で採
用されている点からも, この年代で習得すべき戦術的要素や技術的要素が整理され指導され
ていることが推察できる｡
また, 上位群と下位群との違いとしては, 図３の連続写真で示したような相手守備陣の背
後を狙う動きに対する足もとへのパスは上位群でやや多く観察されたが, 下位群の相手守備
陣の背後を狙う動きに対する足もとへのパスは上位群と比べて少なかった｡ 上位群は相手守
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備陣の背後を狙う動きそのものが多く観察された｡ 相手守備陣の最終ラインに位置し攻撃の
深さを保つボールの受け手は ｢前進｣ もしくは ｢シュート｣ という戦術的目標を理解し, パ
スの出し手であるボール保持者の状況や, 動きの優先順位として最初に狙うべき背後のスペー
ス, そしてマークする相手の状況などの情報を収集し限られた時間とスペースの中で瞬時に
マークを外す戦術的行動を取らなければならないが, オフサイドラインを越えなければ背後
を取る動きについてオフサイドを意識する必要はなく, 積極的に動き出すことが可能となる｡
しかしながら, 技術的には前方へ体を向けながら, 後方からのパスをコントロールする必要
があり, 比較的高度なボールコントロールの技術が要求される｡ ボール保持者であるパスの
出し手についても, 攻撃時にパスの優先順位の一番目となる相手守備陣の背後を狙ったスペー
スへのパスは下位群でも多く観察されているが, 足もとのパスについてはディフェンスが密
集しやすいスペースにポジションを取る受け手に対し動きながら正確にパスを出す技術が求
められる｡ 下位群のチームにとっては戦術的な要素である背後を狙うマークを外す動きと,
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図 3.3. ボールの受け手は, ボール保持者に対
して 1st DFとなったマーカーの視野から完全に
消えマーカーの背後のオープンスペースでボール
を受けようとする｡
図 3.4. ボール保持者からのパスをオフサイド
ラインぎりぎりでボールをコントロールする｡ 最
後方の DFより前方でコントロールしているが,
オフサイドにはならない｡
図 3.1. ボール保持者がフリーにドリブルでき
る状況で, 最前線に位置するボールの受け手は,
半身の姿勢を取り次の動き出しの準備をしている｡
図 3.2. ボール保持者の顔が上がり, 前方へド
リブルを開始する｡ ボールの受け手は前方方向へ
マークを外す動きを開始する｡
図 3.13.4 相手の背後を狙うマークを外す動きと足もとへのパスによる突破の事例
技術的な要素であるボールの受け手のボールコントロールとボールの出し手の正確な足もと
へのパスが要求されるプレーとなり, 上位群と比較して有意に少ない突破方法となった｡ 動
きの優先順位として相手守備陣の背後を狙う動きを意識させることや, パスの優先順位とし
て相手の背後のスペースを狙うことは, この年代においても重要な戦術的要素であり習得が
可能だと考えられるが, 背後を狙う動きに対する足もとへのパスはスペースに対するパスと
比較して高度な技術的要素が必要とされるため, 指導においては段階を踏む必要があると推
察できる｡
６. ま と め
カタルーニャ地方で行われているフットボール７のゲーム分析から12歳以下の選手が習得
すべき攻撃の戦術的要素についての検証を行った｡ フットボール７の特徴であるオフサイド
ラインが存在することにより, 攻撃側の選手が, ｢攻撃の深さ｣ を有効に使った攻撃を意図
した場合, 最前線の選手はオフサイドライン際にポジションを取れば相手がどんなに高い位
置からプレッシャーをかけても ｢攻撃の深さ｣ を作り出すことは可能となる｡ つまり, 攻撃
の全体目標の一つである ｢前進｣ するために, ｢深さ｣ を取ることで生じた相手 DFと MF
の間のスペースをサポートの動きから有効に使うことが可能となる｡ また, 攻撃の優先順位
として最も高い相手守備陣の背後を狙う動きについては, オフサイドを意識せずに背後のス
ペースを狙うことが可能であり, 技術レベルが上がれば, 残されたフィールドの深さを有効
に使うために背後を取る動きと足もとへのパスで ｢突破｣ を仕掛けることが可能になると考
えられる｡ このように, フットボール７ではこの年代においても突破の際にボールを持たな
い選手の動きに様々な工夫が見られ, プレーの原則に沿った動きの習得を促す可能性がある
ことが示唆された｡
今後も, ７人制, ８人制を問わず12歳以下の選手に対する戦術的要素の獲得に向けた研究
を発展させるとともに, この年代のより詳細な指導理論を確立させることが重要になると考
えられる｡
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An Analysis of Tactical Skills in 7 :
Focusing on Breaking the Offside Line
MATSUMOTO Naoya
HIROTSU Nobuyoshi
YOSHIMURA Masafumi
Abstract
In this study, we analyze how the offensive players break the offside line under the peculiar
rules of 7 (ages 1112) in Catalunya, Spain. We observed the movements of offensive
players getting free from opposing players as well as the types of passes received when breaking
the line. We classified the movements and types of passes, and compared their observed
frequency in matches of higher level league teams and that of lower level league teams. Through
this analysis, we aim to obtain basic data on tactical skills which under 12-year-old players should
acquire.
We obtained the following results.
1) In terms of offensive players aiming to receive a pass, moving behind defensive players was
most frequently observed in matches of higher level teams (38.9％). However, the most
frequently observed movement was supporting play in matches of lower level teams
(42.0％).
2) In terms of offensive players possessing the ball, the most frequently observed play was
passing aimed at the foot of the receiver, accounting for 45.4％ in matches of higher level
teams. The same tendency was also observed in matches of lower level teams, accounting for
36.4％. In matches of both higher and lower level teams, the play of breaking the line by long-
range passing was usually unsuccessful (higher level teams : 4.1％, lower level teams :
4.2％). In terms of breaking the line by dribbling, which was observed at rates of 22.2％ and
28.0％ in matches of higher and lower level teams, respectively, there seemed to be a strong
relationship between supporting play and dribbling.
3) The combination of movement of breaking the line by getting free from opposing players by
an offensive player and passing aimed at the foot of that player was not as frequently observed
in matches of lower level teams compared with higher level teams.
